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中
世
に
お
け
る
妙
音
天

｜
｜
楽
と
信
仰
の
面
か
ら

土
屋

紀
慶

は
じ
め
に

琵
琶
を
三
昧
耶
形
と
し
て
持
つ
妙
音
天
が
本
尊
と
し
て
杷
ら
れ
、
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
平
安
時
代
末
期
の
藤
原
師
長
の
頃

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
も
『
台
記
』
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
十
月
十
四
日
条
に
妙
音
天
の
名
が
挙
が
り
、
『
文
机
談
」
に
は
「
妙
音

天
女
の
霊
像
を
図
し
た
て
ま
つ
り
て
、
錦
袋
七
重
に
こ
め
て
本
鳥
に
つ
け
た
て
ま
つ
り
給
」
と
い
う
桂
流
琵
琶
の
祖
で
あ
る
源
経
信
（
一O

一
六
1

一
O
九
七
）
の
逸
話
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
様
相
が
見
え
て
く
る
の
は
師
長
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

琵
琶
の
弾
奏
を
始
め
と
し
て
様
々
な
音
楽
活
動
に
堪
能
だ
っ
た
師
長
は
、
自
ら
を
妙
音
院
と
号
し
、
妙
音
堂
と
い
う
堂
宇
を
建
て
て
妙
音

天
を
紀
っ
て
い
た
。
そ
の
妙
音
堂
と
妙
音
天
が
後
に
西
国
寺
公
相
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
こ
と
が
西
園
寺
家
が
琵
琶
の
家
と
し
て
の
地
位
を
確

立
す
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
時
代
が
下
る
と
、
こ
の
妙
音
天
を
根
本
像
と
し
て
伏
見
宮
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家
や
山
科
家
の
妙
音
天
が
作
ら
れ
、
中
に
は
琵
琶
で
は
な
く
筆
を
弾
く
妙
音
天
と
い
う
も
の
が
出
現
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
ゆ
く
。



本
稿
は
、
中
世
に
琵
琶
の
世
界
を
中
心
と
し
て
広
が
り
を
見
せ
る
妙
音
天
と
そ
の
信
仰
に
つ
い
て
、
秘
曲
伝
授
関
係
の
資
料
や
公
家
の
日

記
を
用
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

秘
曲
伝
授
に
お
け
る
妙
音
天

琵
琶
に
は
楊
真
操
・
流
泉
・
啄
木
と
い
う
三
種
の
秘
曲
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
伝
授
さ
れ
る
こ
と
は
琵
琶
を
習
う
者
に
と
っ
て
大
き
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
。
記
録
と
い
う
形
で
後
世
に
そ
の
伝
授
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
「
琵
琶
秘
曲
伝
受
記
』
所
収
「
六
条
入
道
内
大
臣
殿

御
記
」
が
初
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
宮
実
宗
が
師
長
か
ら
啄
木
を
伝
授
さ
れ
た
時
の
記
録
で
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
六
月
二
十
七
日
の

も
の
で
あ
る
。
師
長
は
こ
の
後
一
ヶ
月
も
経
た
な
い
う
ち
に
没
す
る
の
で
、
こ
の
記
録
は
師
長
の
死
の
直
前
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
実
宗
へ
の
伝
授
が
、
師
長
が
作
っ
た
と
さ
れ
る
「
楽
家
伝
業
式
』
に
非
常
に
近
い
形
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は

磯
水
絵
氏
で
あ
る
。
『
楽
家
伝
業
式
』
か
ら
妙
音
天
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
を
抜
き
出
す
と

次
修
識
調
、
読
訊
諦
文
之
問
、
令
槌
鐘
匠
、

（
中
略
・
導
師
に
布
施
を
与
え
、
諸
人
を
門
外
へ
出
す
）

次
師
弟
進
立
本
尊
前
、
師
先
起
座
開
糊
子
下
、
経
西
庇
井
南
孫
席
、
進
立
正
面
間
中
央
昔
、
弟
子
立
同
間
費
子
敷
枇
、

次
師
弟
共
礼
妙
音
天
医
、
了
脆
居
、

次
師
啓
請
可
授
其
曲
於
某
人
之
由
、
了
経
本
路
復
座
、

次
弟
子
問
、
復
座
、
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と
な
っ
て
い
て
、
実
宗
自
身
の
記
録
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
実
宗
以
後
の
秘
曲
伝
授
資
料
を
追
っ
て
い
く
と
、
「
楽
家
伝
業
式
』
は
秘
曲
伝
授
儀

式
の
規
範
と
な
り
、
妙
音
天
に
拝
礼
す
る
の
は
ご
く
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
ゆ
え
妙
音
天
像
を
自
家
に

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
判
明
す
る
。
そ
の
中
で
も
西
国
寺
家
は
、
師
長
以
来
の
妙
音
天
像
を
、
や
は
り
師
長
以
来
の
妙

音
堂
に
安
置
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
か
ら
、
特
別
に
敬
意
を
払
わ
れ
、

一
目
置
か
れ
る
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
天
皇
や
上
皇
が
伝
授
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
は
『
楽
家
伝
業
式
』
に
従
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
り
、
妙
音
天
の
扱
い
が
異
な
っ

て
い
る
。
磯
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
師
長
の
弟
子
で
あ
っ
た
二
条
定
輔
か
ら
後
鳥
羽
院
へ
の
啄
木
伝
授
が
天
皇
家
の
先
例
と
な
り
、

踏
襲
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
伝
授
は
妙
音
堂
で
は
行
わ
れ
ず
、
妙
音
天
は
出
て
こ
な
い
。
妙
音
天
に
拝
礼
す
る
代
わ
り
に
妙
音
堂
に

献
馬
す
る
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
大
宮
実
宗
や
西
流
琵
琶
の
藤
原
孝
道
ら
と
対
立
し
た
二
条
定
輔
の
立
場
が
窺
い
知
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。な

お
献
馬
の
例
は
、
当
初
は
妙
音
堂
で
伝
授
を
行
わ
な
い
皇
族
の
記
録
に
の
み
見
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
皇
族
以
外
の
人
聞
が
-3-

伝
授
を
受
け
る
際
に
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
し
か
も
伝
授
の
場
が
妙
音
堂
で
あ
る
時
に
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
、
献
馬
が
本
来
持
っ
て
い
た
意
味
が
徐
々
に
薄
れ
、
儀
式
の
中
の
一
項
目
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
く
過
程
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

木
を
伝
授
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
や
り
方
が
変
わ
っ
た
の
が
崇
光
院
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
崇
光
院
は
正
親
町
忠
季
・
今
出
川
公
直
・
栄
仁
親
王
の
三
人
に
啄

い
ず
れ
に
お
い
て
も
妙
音
天
像
を
懸
け
て
い
る
。
慣
例
を
破
っ
て
妙
音
天
像
を
懸
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
妙
音
堂

の
妙
音
天
の
宝
前
に
お
い
て
行
わ
れ
る
伝
授
形
態
に
近
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
弟
の
後
光
厳
院
が
即
位
し
、
笠
を
好
ん
だ

と
い
う
事
情
を
背
景
に
持
っ
て
い
た
の
で
、
北
朝
の
嫡
流
た
る
自
己
の
権
威
を
、
妙
音
天
を
利
用
し
て
高
め
よ
う
と
す
る
意
図
も
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
後
に
は
隼
や
笠
の
濯
頂
の
際
に
も
妙
音
天
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
。

(250) 



と
こ
ろ
が
、
皇
族
が
伝
授
を
受
け
る
際
に
妙
音
天
を
懸
け
る
例
は
、
実
は
も
っ
と
早
く
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
後
醍
醐
天
皇
の
時
の

こ
と
で
あ
る
。
後
醍
醐
天
皇
は
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
五
月
二
十
六
日
、
方
違
え
の
た
め
に
北
山
第
に
出
向
き
、
南
屋
の
寝
殿
で
今
出
川

兼
季
か
ら
啄
木
伝
授
を
受
け
た
。
そ
の
場
は
妙
音
堂
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
兼
季
の
『
啄
木
御
伝
授
記
』
に
は
「
奉
懸
妙
音
天
像
閥
、
」
「
次

令
奉
礼
妙
音
天
御
、
」
の
語
句
が
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
伝
授
は
後
の
世
の
先
例
と
な
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
崇
光
院
や
栄
仁
親

王
の
記
録
で
は
黙
殺
さ
れ
て
い
る
に
等
し
い
。
こ
れ
は
や
は
り
南
北
朝
の
分
裂
が
尾
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
崇
光
院
や
栄
仁
親
王
は

北
朝
の
嫡
流
で
あ
り
、
後
醍
醐
天
皇
は
南
朝
で
あ
る
。
こ
れ
ゆ
え
に
後
醍
醐
天
皇
の
伝
授
は
北
朝
方
で
は
別
物
と
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

，
刀
。

日
常
に
お
け
る
妙
音
天

こ
こ
で
は
、
秘
曲
伝
授
と
い
う
い
わ
ば
晴
の
場
で
は
な
く
、
公
家
の
日
常
に
お
け
る
妙
音
天
を
考
え
た
い
。
妙
音
天
像
を
所
有
す
る
西
園

寺
家
・
伏
見
宮
家
・
山
科
家
の
日
記
に
は
、
妙
音
天
を
前
に
し
て
楽
を
催
す
と
い
う
記
事
が
数
多
く
見
出
せ
る
。
そ
の
よ
う
な
記
録
か
ら
、

妙
音
天
が
ど
の
よ
う
に
杷
ら
れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
そ
の
特
色
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

本
稿
末
尾
に
掲
げ
た
の
は
、
主
に
楽
に
携
わ
る
家
の
日
記
の
中
か
ら
妙
音
天
に
対
す
る
供
養
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
を
管
見
の
限
り
抜
き
出

し
て
、
妙
音
天
供
養
記
録
年
表
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
（
秘
曲
伝
授
に
関
係
す
る
も
の
は
省
略
し
た
）
。
表
の
一
番
上
の
段
の
数
字

は
便
宜
上
付
け
た
通
し
番
号
で
あ
り
、
以
下
こ
の
数
字
に
よ
っ
て
論
を
進
め
て
い
く
（
表

l

・
表
2

：
：
：
の
よ
う
に
記
す
）
。

妙
音
講
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表
1

他
の
記
述
に
よ
り
、
妙
音
講
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
中
世
に
は
往
生
講
を
始
め
と
し
て
様
々
な
講
が
催
さ
れ
た

が
、
妙
音
講
も
そ
の
一
種
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

楽
書
の
中
で
妙
音
講
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
の
は
「
鰹
源
抄
」
と
『
楽
家
録
』
で
あ
る
。
『
程
源
抄
」
三
ノ
下
に
は

妙
音
院
相
国
令
造
給
妙
音
院
本
尊
男
形
ノ
妙
音
天
四
条
ノ
北
室
町
東
也
、
毎
月
十
八
日
妙
音
講
ヲ
行
ル
調
子
平
盤
黄
此
ノ
三
ノ
調
子
ノ

楽
ヲ
次
第
二
マ
ワ
リ
テ
セ
ラ
レ
ケ
リ
、
講
ハ
テ
、
催
馬
楽
朗
詠
ア
リ
仲
間
以
問
活
ぷ
翻
鰐
円
諸
諸
勾
日
）

と
あ
り
、
「
楽
家
録
』
巻
第
四
十
三
「
年
中
奏
楽
」
第
三
十
八
「
妙
音
講
」
に
は

妙
音
講
六
月
十
五
日
也
、
毎
歳
於
二
西
国
寺
殿
亭
一
有
レ
之
、
凡
所
レ
用
之
曲
平
調
也

楽
所
者
六
月
七
日
祭
レ
之
、
而
尋
常
用
一
一
毎
亥
巳
之
両
日
一
、
以
奏
一
音
楽
一
也

-5-

と
あ
る
。

『
樫
源
抄
』
の
記
述
は
、
割
書
を
除
き
、
小
異
は
あ
る
も
の
の
『
愚
聞
記
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
「
愚
聞
記
』
の
成
立
は
文
永
九
年
（
一

二
七
二
）
以
後
で
、
「
韓
源
抄
』
が
成
立
し
た
の
は
永
正
九
年
（
一
五
二
一
）であ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
周
辺
を
表
で
確
認
し
て
も
、
毎
月

十
八
日
に
妙
音
講
を
行
っ
て
い
た
と
す
る
記
録
は
見
出
し
得
な
い
。
妙
音
院
相
国
即
ち
師
長
の
頃
に
妙
音
講
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
定
か
で
な

く
、
十
八
日
と
い
う
根
拠
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
も
明
ら
か
で
な
い
。

「
楽
家
録
」
は
江
戸
時
代
に
入
っ
た
元
禄
三
年
（
一
六
九O）
の
成
立
で
あ
り
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
か
が

(248) 

問
題
と
な
る
が
、
六
月
十
五
日
が
西
園
寺
で
の
妙
音
講
だ
と
い
う
。
『
楽
家
録
』
と
ほ
ぼ
同
年
代
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
序
を
持
つ
『
日



次
紀
事
』
の
六
月
十
五
日
条
に
は

西
国
寺
家
被
レ
修
ヨ
妙
音
講
→
、
今
日
供
コ
種
々
ノ
珍
菓
ヲ
於
家
内
妙
音
天
ノ
像
ノ
之
前
－
一
一
、
堂
上
井
ニ
楽
人
相
緊
リ
修
コ
管
絃
イ
、

西
園
寺
家
ノ
外
弾
コ
ル
ノ
琵
琶
イ
之
家
モ
亦
粗
有
コ
此
ノ
式
一
、
近
世
有
げ
故
十
六
日
二
修
以
之
守
、

神
事

妙
音
講

と
あ
り
、
西
園
寺
家
の
妙
音
講
は
十
五
日
も
し
く
は
十
六
日
で
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
『
楽
家
録
』
と
一
致
す
る
。
た
だ
少
な
く
と
も

中
世
の
記
録
を
見
る
限
り
、
妙
音
講
を
十
八
日
や
十
五
日
（
も
し
く
は
十
六
日
）
に
行
う
こ
と
を
慣
例
付
け
る
よ
う
な
も
の
は
見
出
せ
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
、
何
か
混
乱
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

表
ー
に
は
「
知
例
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
妙
音
講
は
そ
れ
ま
で
に
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
察
せ
ら
れ
る
が
、

管
見
の
限
り
「
妙
音
講
」
の
語
の
初
出
で
あ
る
。
西
国
寺
家
が
琵
琶
の
家
と
し
て
最
も
隆
盛
で
あ
っ
た
の
は
実
兼
と
公
顕
が
当
主
で
あ
っ
た

時
期
と
し
て
よ
い
と
思
う
が
、
こ
の
時
期
の
記
録
が
少
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

さ
て
、
「
看
開
日
記
』
の
頃
ま
で
、
十
九
日
に
妙
音
講
や
法
楽
が
行
わ
れ
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
『
看
間
日
記
』
に
は
特
に
「
十
九
日
」

と
い
う
こ
と
に
言
及
し
た
記
事
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
暁
夢
想
大
通
院
四
絃
瀧
頂
被
授
下
、
其
様
深
秘
不
可
説
也
、
調
之
様
兼
知
推
量
也
、
印
ヲ
結
給
、
委
細
不
能
記
之
、
可
有
道
之
冥
伽

欺
、
殊
更
十
九
日
也
、
妙
音
天
加
護
随
喜
無
極
、

応
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五
）
三
月
十
九
日
条

こ
こ
に
出
て
く
る
大
通
院
と
は
『
看
聞
日
記
』
を
著
し
た
貞
成
親
王
の
父
の
栄
仁
親
王
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
栄
仁
親
王
か
ら
濯
頂
を
授
か

る
夢
を
見
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
濯
頂
と
い
う
の
が
琵
琶
の
濯
頂
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
「
四
絃
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
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と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
夢
を
見
た
の
が
十
九
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
妙
音
天
加
護
随
喜
無
極
」
と
感
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
い
っ
た
い
こ
の
「
十
九
日
」
と
は
何
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
つ
の
有
力
な
手
が
か
り
は
、
こ
れ
ま
で
も
名
を
挙
げ
て
き
た
妙
音
院
師
長
が
十
九
日
に
没
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
皇
代
暦
』

の
師
長
亮
伝
に
は
「
入
道
前
太
政
大
臣
師
長
、
建
久
三
年
七
月
十
九
日
亮
巧
、
於
四
条
町
一
軒
、
」
と
あ
り
、
『
公
衡
公
記
」
弘
安
六
年
（
一

二
八
三
）
七
月
十
九
日
条
に
は
こ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

未
魁
予
退
出
、
向
西
国
寺
、
今
日
妙
音
院
禅
閤
御
忌
日
也
、
の
為
執
行
仏
事
・
講
演
妻
、
等
也
、
其
儀
如
例
、
郡
野
融
制
仰
都
、

｛
家
、

事
詑
帰

通
常
の
妙
音
講
は
楽
を
伴
う
管
絃
講
の
形
式
で
行
わ
れ
る
。
『
龍
源
抄
』
に
「
調
子
平
盤
黄
此
ノ
三
ノ
調
子
ノ
楽
ヲ
次
第
二
マ
ワ
リ
テ
セ
-7-

師
長
の
忌
日
で
あ
る
か
ら
仏
事
を
行
っ
た
と
い
う
の
だ
が
、
そ
の
次
の
「
講
演
芸
」
と
い
う
の
が
表
1
と
関
わ
る
。

ラ
レ
ケ
リ
」
と
あ
っ
た
の
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
平
調
・
盤
渉
調
・
黄
鐘
調
の
三
つ
の
調
子
の
曲
を
季
節
ご
と
に
順
番
に
演
奏
す
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
表
1

の
妙
音
講
で
は
楽
は
奏
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
恐
ら
く
、
式
文
を
読
み
上
げ
る
こ
と
が
そ
の
主
な
内
容

で
あ
っ
た
、
だ
ろ
う
。
表
口
に
は
そ
れ
が
明
確
に
表
さ
れ
て
い
て
、
妙
音
講
を
催
す
に
あ
た
っ
て
、
楽
は
な
か
っ
た
が
式
を
読
ん
だ
と
い
う
。

妙
音
講
で
読
ま
れ
る
の
は
妙
音
天
講
式
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
表
1

・
表
口
で
は
と
も
に
そ
れ
が
読
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
公
衡
公
記
」
の
記
述
は
、
西
国
寺
に
お
い
て
師
長
の
供
養
の
た
め
に
仏
事
と
講
演
を
行
っ
た
と
し
て
い
る
。
師
長
の
供
養
を
す
る
際
の

本
尊
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
は
や
は
り
妙
音
天
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
割
書
部
分
に
は
「
講
導
師
嘉
遍
僧
都
」
な
る
人
物
が
挙
が
っ
て

お
り
、
こ
の
人
物
が
講
式
を
読
み
上
げ
、
講
を
進
め
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
形
で
師
長
と
妙
音
天
を
西
園
寺
で
供
養
す
る
(246) 



こ
と
は
「
其
儀
知
例
」
と
あ
る
よ
う
に
毎
年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
供
養
の
場
は
妙
音
堂
で
あ
っ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
「
講
(245) 

演
」
と
い
う
語
に
は
、
楽
を
奏
す
る
意
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
上
で
こ
れ
が
妙
音
講
を
執
行
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、

楽
が
演
奏
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
注
記
を
わ
ざ
わ
ざ
記
す
意
図
が
鮮
明
に
な
っ
て
く
る
。

こ
こ
で
簡
単
に
妙
音
天
講
式
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
妙
音
天
講
式
に
言
及
し
た
記
録
は
『
教
言
卿
記
」
応
永
十
四
年
（
一
四O
七
）

九
月
二
十
一
日
条
に
「
妙
音
講
式
高
橋
点
了
、
」
と
あ
る
こ
と
以
外
に
見
つ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
加
点
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
段
階
で
読
み
方
の
定
ま
っ
た
講
式
本
文
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
存
す
る
も
の
と
し
て
、

乾
克
己
氏
が
大
原
遮
那
院
蔵
本
を
、
岩
田
宗
一
氏
が
高
野
山
金
剛
三
味
院
蔵
本
・
大
原
勝
林
院
蔵
魚
山
叢
書
本
・
立
命
館
大
学
西
国
寺
公

岩
田
氏
は
遮
那
院
蔵
本
を
含
め
た
諸
本
の
比
較
を
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
行
っ
て
い
が

o

文
庫
蔵
本
・
大
原
実
光
院
蔵
本
を
紹
介
さ
れ
、

る
本
文
を
持
ち
、
そ
の
本
文
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
」
巻
第
七
・
大
弁
才
天
女
品
か
ら
の
引
用
が
多
い
の
が
特
徴
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
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他
に
も
学
習
院
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
研
究
室
と
お
茶
の
水
図
書
館
成
責
堂
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
五
段
か
ら
な

こ
の
講
式
に
つ
い
て
の
考
察
は
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
妙
音
講
は
表
山
以
降
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
記
録
に
現
れ
て
来
な
い
だ
け

な
の
か
、
判
然
と
し
な
い
が
、
応
仁
の
乱
か
ら
戦
国
時
代
に
入
る
頃
に
は
、
妙
音
講
を
行
う
よ
う
な
ゆ
と
り
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
楽

人
が
集
ま
る
だ
け
で
も
難
し
い
情
勢
と
い
う
時
期
も
あ
っ
た
か
ら
、
個
人
で
杷
る
や
り
方
が
主
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

11 

妙
音
天
縁
日

表
を
見
て
「
十
九
日
」
の
他
に
目
に
付
く
の
は
、
干
支
の
巳
の
日
で
あ
る
。
ま
た
表
門
に
な
る
と
、
「
妙
音
天
御
縁
日
」
な
る
も
の
が
現



れ
て
く
る
。
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
妙
音
天
信
仰
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

巳
の
日
を
縁
日
と
し
て
信
仰
を
集
め
る
の
は
弁
才
天
、
と
り
わ
け
宇
賀
神
と
習
合
し
た
形
の
宇
賀
弁
才
天
で
あ
る
。
日
本
で
は
弁
天
三
部

経
（
も
し
く
は
五
部
経
）
と
呼
ば
れ
る
偽
経
が
作
ら
れ
て
以
降
、
弁
才
天
と
宇
賀
神
と
の
結
び
付
き
が
強
固
な
も
の
と
な
り
、
財
宝
神
と
し

て
の
側
面
が
強
く
現
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
弁
天
三
部
経
を
見
て
い
く
と
、
巳
の
日
と
亥
の
日
に
関
す
る
記
述
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
「
仏
説
最
勝
護
国
字
賀
耶
頓
得
知
意
宝
珠
玉
陀
羅
尼
経
」
に
は

若
y

有
一J衆
生
一
欲
以
ル
供
斗
養
セ
ン
ト
此
ノ
神
王
→
者
ハ
、

白
月
一
日
ョ
リ
至
弓
テ
十
五
日
一
一
或
ハ
在
ヨ
清
浄
ノ
室
一
一
、
或
ハ
在
コ
霊
験
ノ
社
頭
一
一
一
、
若
ン
ク
ハ
於
一

J

深
山
高
峰
一
一
、
若
γ

ク
ハ
於
コ
樹
下
及
ピ
阿
蘭
若
一
一
設
コ
四
肘
ノ
壇
イ
可
り
供
コ
百
味
ノ
飾
膳
→
。

（
中
略
）
若
ン
不
川
以
一
ゴ
白
月
イ
人
者
、
常
ニ
毎
月
巳
ト
亥

ト
ノ
日
ヲ
可
り
用
7
0
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と
あ
り
、
別
の
弁
才
天
関
係
の
偽
経
や
修
儀
に
も
類
似
の
記
述
を
確
認
で
き
る
。
弁
才
天
の
縁
日
の
由
来
が
こ
の
よ
う
な
偽
経
に
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
く
、
そ
れ
が
妙
音
天
に
対
し
て
も
敷
～
約
さ
れ
て
、
妙
音
天
の
縁
日
が
生
ま
れ
て
来
た
の
だ
ろ
う
。
弁
才
天
と
宇
賀
神
が
い
つ

頃
習
合
し
、
ま
た
い
つ
頃
偽
経
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
未
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
が
、
妙
音
天
信
仰
の
中
に

も
明
ら
か
に
宇
賀
弁
才
天
の
信
仰
が
入
り
込
み
、
そ
れ
と
い
う
認
識
が
な
い
ま
ま
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
楽
書
と
て
例
外

で
は
な
く
、
「
愚
聞
記
』
で
は
、
妙
音
天
の
説
明
の
中
に
宇
賀
弁
才
天
の
描
写
が
混
ざ
っ
て
お
り
、
偽
経
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

妙
音
天
ハ
種
々
御
形
御
ス
、
或
男
女
僧
形
モ
御
ス
、

印
相
事
間
ニ
、
琴
ノ
御
手
ト
テ
、
左
ノ
御
手
ノ
掌
ヲ
仰
テ
胸
ニ
横
置
之
、
是
則
琴
ノ
如
横
也
、
右
御
手
ハ
左
ノ
掌
ノ
上
ニ
シ
テ
筆
ヲ
弾(244) 



ス
ル
勢
也
、
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妙
音
天
ハ
仏
在
世
ニ
蛇
ニ
乗
テ
乾
方
ヨ
リ
仏
前
ニ
来
リ
給
ヘ
リ
、
此
天
ハ
則
宇
賀
神
也
、
故
御
座
ヲ
ハ
タ
レ
座
ト
テ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
、
蛇

ノ
幡
レ
ル
ヨ
シ
ナ
リ
、
其
故
ニ
乾
角
ヲ
ハ
宇
賀
ノ
方
ナ
ル
ヘ
シ
、

弁
才
天
・
大
弁
才
天
・
妙
音
天
、
同
体
異
名
ナ
リ
、

経
云
、
若
有
貧
窮
人

永
者
於
仏衣
種食
文8 常

乏
少

一
間
我
名
字

我
必
定
随
順

現
生
大
福
徳

若
我
説
此
事

若
不
成
就
者

我
墜
無
間
獄

経
於
無
量
劫

「
経
云
」
に
続
く
文
言
が
『
雨
宝
檀
度
頓
成
宇
賀
耶
惹
野
襲
陛
念
論
儀
軌
』
と
い
う
経
典
の
一
節
で
、
真
福
寺
文
庫
蔵
の
「
宇
賀
神
功
能
経
』

と
い
う
外
題
を
持
つ
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
楽
書
の
中
に
も
宇
賀
弁
才
天
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
現
れ
て
く
る
の
で
あ

又
制
。
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で
は
表
に
あ
る
巳
の
日
・
亥
の
日
の
妙
音
天
供
養
は
み
な
そ
の
影
響
下
に
お
い
て
な
さ
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
わ
け
で
も
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
表
で
見
る
限
り
表
問
以
前
の
巳
の
日
に
は
縁
日
だ
と
い
う
記
述
は
な
い
の
で
、
ど
こ
ま
で
弁
才
天
の
縁
日
が

意
識
さ
れ
て
い
た
の
か
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
表

8

・
表
9

・
表
日
は
、
十
九
日
で
あ
り
か
つ
巳
の
日
で
あ

る
の
で
、
更
に
解
釈
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
加
え
て
表
ゆ
も
亥
の
日
で
あ
り
な
が
ら
十
九
日
で
あ
る
こ
と
、
と
い
っ

た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
園
太
暦
』
と
『
閤
太
暦
目
録
』の
記
述
は
持
明
院
仙
洞
御
所
と
洞
院
家
で
の
妙
音
講
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
琵
琶
に
力
を
入
れ
た

北
朝
方
が
妙
音
講
を
た
び
た
び
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
妙
音
天
信
仰
以
外
の
も
の
を
表
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く



い
。
同
様
に
山
科
教
言
は
表
却
・
表
引
で
「
妙
音
天
縁
日
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
日
は
巳
の
日
で
も
亥
の
日
で
も
な
い
の
で
、
む
し
ろ

十
九
日
を
強
く
意
識
し
て
こ
の
よ
う
な
書
き
方
を
し
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
う
か
と
い
っ
て
、
こ
れ
ら
の
巳
の
日

も
し
く
は
亥
の
日
が
全
て
偶
然
だ
と
も
考
え
に
く
い
。
『
愚
聞
記
』
に
偽
経
の
引
用
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
宇
賀
弁
才
天
信
仰
は
か
な
り
早
い

時
期
か
ら
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
偽
経
を
含
め
、
弁
才
天
秘
説
の
研
究
は
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
不
明
な
点

が
多
い
。

判
断
材
料
と
し
て
、
「
看
聞
日
記
』
を
一
つ
の
指
針
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
『
看
開
日
記
』
は
音
楽
の
記
事
が
豊
富
で
、

妙
音
天
の
こ
と
も
多
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
巳
の
日
や
亥
の
日
で
あ
る
か
ら
杷
る
と
い
う
記
事
が
一
つ
も
見
当
た
ら
な
い
。
『
看
聞
日
記
』

は
琵
琶
の
習
伝
に
特
に
力
を
入
れ
た
伏
見
宮
貞
成
親
王
の
日
記
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
楽
に
関
わ
り
の
あ
る
故
事
に
つ
い
て
は
正
し
い
認
識

そ
の
よ
う
な
見
方
を
し
た
場
合
、
表
の
中
で
『
看
聞
日
記
』
の
次
に
出
て
く
る
「
言
国
卿
記
」
に
初
め
て
巳
の
日
を
は
っ
き
り
と
意
識
し
-11-

の
も
と
で
行
事
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
記
述
（
表
紙
刊
）
が
出
て
く
る
の
は
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
「
言
国
卿
記
』
の
筆
者
山
科
言
国
は
、
後
土
御
門
天
皇
が
主
催
し
た
第
一
回

目
の
弁
才
天
法
楽
に
列
席
し
て
い
る
。
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
七
月
二
十
二
日
の
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
は

け
さ
へ
き
い
て
ん
の
ほ
う
ら
く
に
、
御
ち
ふ
っ
た
う
に
て
、
ふ
し
み
殿
、
な
い
／
＼
の
お
と
こ
は
か
り
に
て
、
御
か
く
あ
り
、

と
あ
り
、
同
日
の
『
親
長
卿
記
』
に
は

今
日
当
番
召
進
元
長
、
於
弁
財
天
鎮
守
前
有
御
楽
、
伏
見
殿
御
張
行
、
可
為
御
月
次
云
々
、
伏
見
殿
、
御
昔
、
兵
部
卿
、
盤
、
言
国
朝
臣
、
岡
、

元
長
、
笛
、
俊
量
朝
臣
雄
被
相
催
故
障
云
々
、
鎮
守
前
依
昨
日
雨
地
湿
之
問
、
於
御
持
仏
堂
有
此
事
云
々
、
且
叡
願
云
々
、
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と
あ
る
。
こ
こ
で
は
妙
音
天
で
は
な
く
弁
才
（
財
）
天
と
書
か
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
れ
以
後
は
確
実
に
弁
才
天
の
縁
日
を
意
識
し
て
妙
音

天
法
楽
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
そ
れ
で
も
妙
音
天
と
弁
才
天
を
同
一
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
は
、
楽
を
奏
す

(241) 

る
際
に
は
妙
音
天
を
懸
け
る
の
で
あ
っ
て
弁
才
天
を
懸
け
る
の
で
は
な
い
こ
と
や
、
表
乃
・
表
却
の
よ
う
に
妙
音
天
真
言
と
弁
才
天
真
言
を

別
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

四

お
わ
り
に

師
長
が
形
を
整
え
た
妙
音
天
と
そ
れ
に
対
す
る
信
仰
は
、
妙
音
天
を
純
粋
に
音
楽
神
と
し
て
、
即
ち
楽
を
習
う
者
が
精
神
的
な
支
え
と
す

べ
き
存
在
と
し
て
、
認
識
し
杷
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
楽
家
伝
業
式
』
に
よ
り
、
秘
曲
伝
授
の
際
に
は
三
度
礼
拝
す
る
と
い
う
具
体
的
な
形

し
か
し
、
こ
れ
に
妙
音
天
像
が
関
わ
っ
た
時
、
妙
音
天
は
信
仰
の
対
象
だ
け
の
存
在
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
「
看
開
日
記
』
に
は
「
西
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式
が
生
み
出
さ
れ
、
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

園
寺
二
伝
像
」
と
い
う
言
葉
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
西
園
寺
家
の
妙
音
天
像
の
写
し
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
に

由
緒
正
し
い
妙
音
天
像
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
家
の
ス
テ
ー
タ
ス
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
妙
音
天
像
は
、
自
ら
の
楽
統
こ

そ
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
訴
え
る
た
め
の
手
段
と
な
る
。

鎌
倉
時
代
末
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
、
持
明
院
統
は
正
し
い
皇
統
の
証
と
し
て
琵
琶
を
重
視
し
た
。
な
か
で
も
崇
光
院
か
ら
始
ま
る

伏
見
宮
家
は
、
妙
音
天
を
有
し
て
い
た
た
め
、
勢
い
の
衰
え
始
め
て
い
た
西
園
寺
家
に
頼
る
こ
と
な
く
、
儀
式
の
中
あ
る
い
は
日
常
生
活
の

中
に
妙
音
天
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
山
科
家
も
同
様
で
、
妙
音
天
像
を
所
有
し
、
そ
れ
に
後
小
松
院
の
勅
讃
を
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
生
を
家
業
と
す
る
家
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
た
の
で
あ
る
。



教
言
以
後
の
山
科
家
の
日
記
に
も
妙
音
天
は
頻
出
し
て
お
り
、
妙
音
天
が
琵
琶
だ
け
で
な
く
音
楽
全
体
を
司
る
も
の
で
あ
る
と
意
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
琵
琶
を
持
つ
と
い
う
本
来
の
形
の
他
に
、
筆
を
持
つ
図
柄
の
妙
音
天
像
も
描

か
れ
（
表
認
が
一
例
）
、
妙
音
天
が
人
口
に
謄
炎
し
て
い
っ
た
側
面
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
一
方
、
巳
の
日
を
縁
日
と
す
る
宇
賀
弁
才
天
と
重
な
る
こ
と
に
よ
り
、
妙
音
天
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

妙
音
天
に
福
徳
神
と
し
て
の
要
素
が
取
り
込
ま
れ
た
か
と
い
え
ば
、
表
を
見
る
限
り
そ
う
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
法
楽
や
楽
の
演
奏
が
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
音
楽
神
と
し
て
の
性
格
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
元
来
妙
音
天
と
弁
才
天
が
ど
う
違
う
の
か
と
い
う
こ
と
に
は
議
論
が
あ
り
、
密
教
の
経
典
の
中
で
も
は
っ
き
り
し
た
区
別
は

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
ゆ
え
に
変
容
と
い
う
言
葉
は
適
切
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
秘
曲
伝
授
資
料
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

本
稿
で
は
妙
音
天
講
式
を
始
め
と
す
る
声
明
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
が
重
要
な
資
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は
全
て
妙
音
天
で
あ
っ
て
弁
才
天
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
両
者
を
別
物
と
す
る
考
え
方
が
自
ず
と
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

料
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ど
の
よ
う
な
性
格
付
け
を
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
含
め
、
妙
音
天
を
包
括
的
に
捉
え
る
作
業

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注（1
）
第
一
冊
「
奉
持
天
女
像
事
」
。
岩
佐
美
代
子
『
校
注
文
机
談
」
（
笠
間
書
院
、
一
九
八
九
年
）

（2
）
磯
水
絵
「
琵
琶
秘
曲
伝
授
作
法
の
成
立
と
背
景
」
（
磯
『
説
話
と
音
楽
伝
承
』
和
泉
書
院
、
二
O
O
O
年
）
、
高
橋
秀
樹
「
家
と
芸
能
｜
「
琵

琶
の
家
」
西
園
寺
家
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
（
五
味
文
彦
編
「
芸
能
の
中
世
」
吉
川
弘
文
館
、
二
O
O
O
年
）
。
他
に
も
妙
音
天
信
仰
に
つ
い
て
は

以
下
の
研
究
が
あ
る
。
榊
泰
純
「
琵
琶
の
秘
曲
伝
授
作
法
と
妙
音
天
」
（
榊
『
日
本
仏
教
芸
能
史
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
八O
年
）
、
乾
克
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己
「
中
世
に
お
け
る
妙
音
天
信
仰
の
諸
相
」
（
乾
『
宴
曲
の
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
七
二
年
）
、
荻
野
三
七
彦
「
西
国
寺
の
妙
音
天
像
｜
「
西

園
寺
家
と
琵
琶
」
の
一
節
｜
」
（
荻
野
『
日
本
古
文
書
学
と
中
世
文
化
史
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
、
相
馬
万
里
子
「
琵
琶
の
時
代
か

ら
笠
の
時
代
へ
｜
中
世
の
天
皇
と
音
楽
｜
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』
第
四
十
九
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
研
究
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
き
い
。

（3
）
注
（
2

）
前
掲
書
。

（4
）
図
書
寮
叢
刊
『
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成
」
一
（
明
治
書
院
、
一
九
八
九
年
）
。
秘
曲
伝
授
資
料
の
引
用
は
以
下
全
て
こ
の
文
献
に
よ
る
。

（5
）
藤
原
忠
経
の
記
録
に
「
今
夜
被
引
献
妙
音
堂
於
御
馬
、
御
使
左
衛
門
尉
景
頼
、
」
（
『
琵
琶
秘
曲
伝
受
記
」
所
収
「
花
山
院
右
大
臣
記
」
）
と
あ
る
。

（6
）
二
条
定
輔
に
つ
い
て
は
、
豊
永
聡
美
「
二
条
定
輔
考
」
（
『
東
京
音
楽
大
学
研
究
紀
要
」
第
十
五
集
、
一
九
九
一
年
十
二
月
）
に
詳
し
い
。

（7
）
「
代
々
琵
琶
秘
曲
御
伝
受
事
』
所
収
「
崇
光
院
御
記
」
。
忠
季
へ
の
伝
授
に
際
し
て
は
「
南
第
一
間
懸
妙
音
天
像
諸
民
的
接
持
全
」
、
栄
仁
親
王

へ
の
伝
授
に
際
し
て
は
「
本
尊
前
奉
懸
妙
音
天
像
諜
鰐
執
務
取
p
t
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
崇
光
院
が
特
に
意
識
し
て
妙
音
天
像
を
懸

け
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
時
期
に
、
西
園
寺
家
か
ら
伏
見
宮
家
へ
琵
琶
の
楽
統
が
移
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
豊
永
聡
美
「
中

世
に
お
け
る
天
皇
と
音
楽
｜
御
師
に
つ
い
て
（
下
）
l

」
（
『
東
京
音
楽
大
学
研
究
紀
要
」
第
十
九
集
、
一
九
九
五
年
十
二
月
）
に
指
摘
さ
れ
て

い
守
ゐ
。

（8
）
坂
本
麻
実
子
「
足
利
義
満
と
笠
」
（
小
島
美
子
・
藤
井
知
昭
編
『
日
本
の
音
の
文
化
」
第
一
書
房
、
一
九
九
四
年
）
、
豊
永
聡
美
「
後
光
厳
天

皇
と
音
楽
」
（
「
日
本
歴
史
』
第
五
九
七
号
、
一
九
九
八
年
二
月
）
、
相
馬
万
里
子
注
（

2

）
前
掲
論
文
。

（9
）
例
え
ば
、
『
十
三
絃
秘
曲
伝
受
次
第
」
に
は
「
妙
音
天
像
二
幅
懸
之
醐
四
球
蹄
持
参
、
主
君
、
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
九
月
三

十
日
、
伏
見
宮
貞
常
親
王
が
筆
の
濯
頂
を
受
け
た
時
の
記
録
で
あ
る
。
ま
た
『
言
国
卿
記
」
明
応
二
年
（
一
四
九
一
二
）
九
月
二
十
六
日
条
に

は
「
儀
定
所
被
懸
妙
音
天
御
焼
香
在
之
、
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
後
土
御
門
天
皇
が
豊
原
繁
秋
か
ら
笠
の
湛
頂
を
受
け
た
時
の
記
録
で
あ
る
。

（
叩
）
後
醍
醐
天
皇
を
別
に
扱
お
う
と
し
た
例
に
つ
い
て
は
、
相
馬
万
里
子
「
『
代
々
琵
琶
秘
曲
御
伝
受
事
』
と
そ
の
前
後
｜
持
明
院
統
天
皇
の
琵
琶
｜
」

（
『
書
陵
部
紀
要
』
第
三
十
六
号
、
一
九
八
五
年
二
月
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
日
）
覆
刻
日
本
古
典
全
集
「
憧
源
紗
』
（
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
八
年
）

（
口
）
覆
刻
日
本
古
典
全
集
『
楽
家
録
』
（
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
七
年
）

（
日
）
五
味
文
彦
氏
は
「
中
世
芸
能
の
諸
段
階
」
（
五
味
編
『
芸
能
の
中
世
』
吉
川
弘
文
館
、二
O
O
O
年
）
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の
中
で
、
「
妙
音
講
は
藤
原
師
長
が
始



め
た
と
い
わ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
疑
問
が
あ
る
。

（
同
）
大
阪
女
子
大
学
近
世
文
学
研
究
会
編
『
日
次
紀
事
本
文
と
索
引
」
（
前
田
書
店
、
一
九
八
二
年
）
。
近
世
以
降
の
西
国
寺
家
の
妙
音
天
を
扱
つ

た
も
の
に
、
西
田
か
ほ
る
「
西
国
寺
家
の
妙
音
天
信
仰
に
つ
い
て
」
（
「
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
十
号
、
一
九
九
九
年
三
月
）
が
あ
る
が
、

こ
の
妙
音
講
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
日
）
こ
の
夢
想
に
つ
い
て
は
、
位
藤
邦
生
「
『
看
聞
日
記
』
の
文
学
的
研
究
」
（
位
藤
『
伏
見
宮
貞
成
の
文
学
』
清
文
堂
、
一
九
九
一
年
）
に
言
及

が
あ
り
、
「
殊
更
十
九
日
也
」
と
書
い
た
の
は
、
か
つ
て
貞
成
親
王
が
、
父
栄
仁
親
王
か
ら
秘
曲
楊
真
操
を
伝
授
さ
れ
た
の
が
応
永
十
八
年
（
一

四
一
こ
十
一
月
十
九
日
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
そ
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
た
解
釈
も
可
能
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
で

は
な
ぜ
伝
授
は
十
九
目
だ
っ
た
の
か
。
十
九
日
の
事
例
が
多
い
ゆ
え
、
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
音
楽
史
の
中
で
十
九
日
が
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
。

（
凶
）
『
大
日
本
史
料
」
第
四
編
之
四
・
建
久
三
年
七
月
十
九
日
条
（
藤
原
師
長
亮
伝
）

（
口
）
史
料
纂
集
「
公
衡
公
記
」
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

（
同
）
妙
音
講
が
楽
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
妙
音
天
講
式
の
本
文
中
に
演
奏
曲
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
講
式
中
の

演
奏
曲
は
順
序
変
更
や
省
略
も
認
め
ら
れ
る
が
、
琵
琶
の
曲
の
み
は
省
略
不
可
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
公
衡
公
記
」
の
よ
う
に
楽
の

演
奏
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
妙
音
講
の
本
来
の
あ
り
方
か
ら
外
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
ゆ
）
史
料
纂
集
『
教
言
卿
記
」
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
。
「
高
橋
」
と
い
う
の
は
「
教
言
卿
記
」
に
散
見
さ
れ
る
高
橋
範
舜
と
い
う
人
物
だ
と
思
わ

れ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

（
却
）
注
（2
）
前
掲
書
。

（
引
）
岩
田
宗
一
「
講
式
と
雅
楽
｜
妙
音
天
講
式
を
中
心
と
し
て
｜
」
（
岩
田
『
声
明
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
九
九
年
）

（
辺
）
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
坂
本
麻
実
子
「
十
五
世
紀
の
雅
楽
界
」
③
1

⑤
（
「
冨
「
と
自
宅
戸
司
自
己
第
二
十
八
号
1

第
三
十
号
、
一

九
八
五
年
一
月
1

一
九
八
五
年
五
月
）
、
同
「
応
仁
の
乱
後
の
天
皇
家
の
雅
楽
」
（
『
桐
朋
学
園
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
十
号
、
一
九
九
四
年
）

に
詳
し
い
。

（
お
）
山
本
ひ
ろ
子
「
宇
賀
神
｜
異
貌
の
弁
才
天
女
」
（
山
本
『
異
神
｜
中
世
日
本
の
秘
教
的
世
界
』
平
凡
社
、

（M
）
図
書
寮
叢
刊
『
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成
』
一
一
（
明
治
書
院
、
一
九
九
五
年
）
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一
九
九
八
年
）

(238) 



（
お
）
伊
藤
聡
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
諸
経
は
、
弁
天
五
部
経
以
前
の
宇
賀
弁
才
天
関
係
の
経
典
の
姿
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

伊
藤
「
大
須
文
庫
蔵
「
宇
賀
神
功
能
経
』
」
（
『
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
七
十
七
輯
、
一
九
九
六
年
三
月
）

（
お
）
「
経
云
」
以
下
の
文
言
は
『
慢
源
抄
』
十
一
ノ
下
に
も
「
妙
音
天
御
誓
願
云
」
と
し
て
、
小
異
は
あ
る
が
引
か
れ
て
い
る
。

（
幻
）
注
（
2
）
前
掲
諸
論
文
。
記
録
に
は
「
弁
才
天
御
楽
」
「
弁
才
天
法
楽
」
の
語
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
順
調
に
回
数
を
重
ね
て
い
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

（
お
）
「
続
群
書
類
従
』
補
遺
二
一
「
お
湯
殿
の
上
の
日
記
」
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

（
加
）
増
補
史
料
大
成
『
親
長
卿
記
』
（
臨
川
書
店
）

（
却
）
山
科
家
の
妙
音
天
像
の
製
作
過
程
は
『
教
言
卿
記
』
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
応
永
十
四
年
（
一
四O
七
）
六
月
十
九
日
条
に
「
妙
音

天
絵
所
行
広
書
整
進
之
、
殊
勝
々
々
、
是
本
ハ
西
国
寺
ヲ
写
止
、
孝
継
所
持
本
也
、
」
と
あ
り
、
教
言
が
西
流
琵
琶
の
藤
原
孝
継
か
ら
妙
音
天

の
絵
像
を
借
り
受
け
、
そ
れ
を
土
佐
行
広
に
写
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
孝
継
所
持
の
妙
音
天
像
は
西
園
寺
の
妙
音
天
像
を
写
し
た
も

の
で
あ
る
。
勅
讃
に
関
し
て
は
、
応
永
十
五
年
（
一
四
O
八
）
十
月
二
十
八
日
条
に
「
妙
音
天
讃
事
、
禁
裏
ヘ
申
入
之
処
、
震
筆
ニ
テ
厳
重
被

遊
之
、
被
送
下
之
条
、
恭
畏
存
候
也
、
為
道
為
家
重
宝
々
々
、
転
子
孫
可
秘
蔵
々
々
々
、
」
と
あ
る
。
先
行
研
究
に
は
、
谷
信
一
「
土
佐
行
広

老
「
土
佐
派
研
究
の
一
節
｜
」
上
・
下
（
『
美
術
研
究
』
第
二
一
七
号
・
第
一
一
一
八
号
、
一
九
四
二
年
十
一
月
・
一
九
四
三
年
一
月
）
、
荻
野

三
七
彦
注
（
2

）
前
掲
書
が
あ
る
。
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27 

応
永
二
十
六
年

15 14 

貞
治
三
年

17 16 

貞
治
五
年

19 18 

応
安
四
年

応
永
十
三
年

応
永
十
四
年

20 21 

応
永
十
六
年

22 

応
永
二
十
三
年

24 23 

応
永
二
十
四
年

26 25 

一
三
六
四

一
一
二
・
六
ム
ハ

一
三
七
一

一
四
O
六

一
四
O
七

一
四
O
九

一
四
一
六

一
四
一
七

一
四
一
九

四
月
二
十
日

五
月
二
十
四
日

十
月
十
九
日

十
一
月
四
日

十
月
十
六
日

九
月
十
九
日

五
月
十
九
日

五
月
十
九
日

四
月
十
九
日

正
月
十
九
日

四
月
十
九
日

十
二
月
十
九
日

正
月
十
九
日

七
月
二
十
日

丁
巳

園
太
暦
目
録

師
守
記

一
妙
音
講
事
、

丁
亥
一
口
夜
於
禁
裏
被
行
妙
音
講
云
々
、
近
代
無
此
事
欺
、
役
人
等
可
尋
記
、

一
（
頭
書
と
し
て
こ
の
記
事
あ
り
）

戊
辰
一
今
夜
於
北
山
被
行
妙
音
講
、
（
『
程
源
抄
」
十
一
ブ
上
「
北
野
殿
妙
音
講
」
）

壬
午
一
此
問
、
於
北
山
殿
、
連
々
口
口
覧
有
之
、
又
詩
寄
御
会
同
有
之
－
f
、
妙
音

一
講
同
有
之
－f、
猶
委
可
尋
記
、
（
裏
頭
書
と
し
て
こ
の
記
事
あ
り
）

乙
未
一
伝
聞
去
夜
被
行
妙
音
講
云
々
（
十
月
十
五
日
の
干
支
は
甲
午
）

乙
亥
一
妙
音
天
御
縁
日
重
日
、
穿
以
楽
一
座
張
行
、

壬
申
一
楽
張
行
、
今
日
ハ
殊
更
妙
音
天
縁
日
之
問
、
E
幸
秋
所
持
本
尊
、
後
光
厳

一
院
震
筆
借
渡
懸
之
、

辛
卯
一
今
日
妙
音
天
日
也
、
の
俄
楽
欲
張
行
之
、

一
（
「
凡
今
月
今
日
妙
音
天
縁
日
之
上
、
新
調
之
本
尊
懸
之
也
、
」
と
も
記
す
）

辛
巳
一
妙
音
天
御
法
楽
、
重
日
楽
等
也
、

丙
午
一
妙
音
天
秘
曲
奉
法
楽
、

乙
亥
一
妙
音
天
奉
法
楽
、
一
看
開
日
記

庚
子
一
妙
音
天
秘
曲
奉
法
楽
、
一
看
聞
日
記

甲
子
一
妙
音
天
法
楽
、
一
看
開
日
記

発
亥
一
今
夜
有
新
図
妙
音
天
供
養
御
楽
、
〔
中
略
〕
被
懸
妙
音
天
於
北
方
、
討
材
料
開
、
一
薩
戒
記

（
「
院
妙
音
天
法
楽
御
楽
事
」
と
傍
記
） 後

愚
昧
記

師
守
記

愚
管
記

教
言
卿
記

教
言
卿
記

教
言
卿
記

看
開
日
記

看
聞
日
記
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28 

文
明
七
年

29 

応
永
二
十
七
年

30 

応
永
二
十
八
年

34 33 32 31 

応
永
二
十
九
年

応
永
三
十
一
年

36 35 

永
享
八
年

嘉
吉
三
年

37 38 39 

一
四
二
O

一
四
二
一

一
四
二
二

一
四
二
四

一
四
三
六

一
四
四
三

一
四
七
五

七
月
二
十
六
日

七
月
十
九
日

十
二
月
十
九
日

正
月
十
九
日

七
月
十
九
日

十
二
月
十
九
日

七
月
十
九
日

六
月
二
十
九
日

四
月
十
八
日

三
月
十
五
日

二
月
十
六
日

三
月
十
七
日

一
抑
去
二
十
日
仙
洞
有
御
楽
、
妙
音
天
被
奉
新
写
、
同
刊
誌
む
為
御
法
楽
有

一
秘
曲
、
（
「
薩
戒
記
』
と
同
内
容
の
記
述
）

一
抑
夏
中
万
秋
楽
秘
曲
弾
、
今
日
結
願
了
、
〔
中
略
〕
客
殿
奉
懸
妙
音
天

－
両
院
、
累
代

一
点
H
F

本
尊
、

一
妙
音
天
奉
法
楽
、

一
万
秋
楽
秘
曲
奉
妙
音
天
法
楽
、

一
万
秋
楽
秘
曲
妙
音
天
奉
法
楽
、

壬
申
一
妙
音
天
万
秋
楽
奉
法
楽
、

壬
辰
一
抑
夏
中
音
楽
稽
古
今
日
結
願
、
万
秋
楽
一
具
弾
之
、
妙
音
天
法
楽
無
為

一
結
願
了
、

突
巳
一
今
朝
先
奉
懸
妙
音
天
像
蘇
合
一
具
奉
法
楽
令
祈
念
、
一
看
聞
日
記

発
卯
一
四
辻
前
中
納
言
参
、
〔
中
略
〕
抑
本
尊
妙
音
天
像
吋
鶴
有
拝
見
之
志
之
由
、
一
看
開
日
記

一
頻
所
望
之
間
奉
出
、
拝
見
殊
勝
之
由
感
嘆
申
、
平
調
楽
一
二
言
、
法
楽
、

甲
子
一
阿
弥
陀
・
妙
音
天
ヲ
カ
ケ
ナ
ラ
ヘ
、
為
法
楽
盤
渉
調
調
子
〔
中
略
〕
千
秋
楽

一
奉
吹
了
、
此
楽
以
後
心
経
三
十
三
巻
三
十
三
度
礼
拝
シ
タ
テ
マ
ツ
リ
了
、

乙
丑
一
妙
音
天
ヲ
奉
懸
、
盤
渉
調
同
調
子
〔
中
略
〕
千
秋
楽
、
法
楽
一
ヲ
キ
了
、

一
楽
以
後
三
十
三
度
礼
拝
心
経
昨
日
向
之
、

丙
寅
一
今
日
モ
盤
渉
調
々
子
〔
中
略
〕
千
秋
楽
、
妙
音
天
ニ
法
楽
ノ
タ
メ
フ
キ
タ
テ

マ
ツ
リ
了
、
〔
中
略
〕
今
日
結
願
ナ
リ
、
礼
拝
・
心
経
・
楽
昨
日
同
之
、
言
国
卿
記

己
巳

丙
戊

葵
丑

庚葵
辰未

看
聞
日
記

看
聞
日
記

看
聞
日
記

看
聞
日
記

看
聞
日
記

看
聞
日
記

看
聞
日
記

言
国
卿
記

言
国
卿
記
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40 

天
文
十
四
年

42 41 44 43 

文
明
十
年

46 45 52 51 50 49 48 47 

文
明
十
三
年

延
徳
四
年

明
応
二
年

明
応
三
年

明
応
七
年

天
文
十
一
年

53 

天
文
十
三
年

54 

一
四
七
八

一
四
八

一
四
九
二

一
四
九
三

一
四
九
四

一
四
九
八

一
五
四
二

一
五
四
四

一
五
四
五

四
月
二
十
八
日

五
月
六
日

五
月
十
六
日

七
月
三
十
日

五
月
六
日

七
月
十
二
日

十
一
月
十
一
日

五
月
十
九
日

六
月
一
日

正
月
四
日

正
月
二
日

正
月
二
日

正
月
十
二
日

正
月
四
日

正
月
十
一
日

丙
午
一
今
日
妙
音
天
為
法
楽
平
調
〔
中
略
〕
太
平
楽
急
、
以
後
心
経
三
十
三
巻
同

一
礼
拝
在
之
、

甲
寅
一
妙
音
天
為
法
楽
、
双
調
楽
五
フ
キ
了
、
以
後
又
二
フ
キ
了
、

甲
子
一
為
妙
音
天
法
楽
、
盤
渉
調
〔
中
略
〕
千
秋
楽
ヲ
フ
キ
了
、

丁
丑
一
奉
懸
妙
音
天
、
法
楽
黄
鐘
調
楽
〔
中
略
〕
鳥
急
フ
キ
了
、

丁
卯
一
妙
音
天
為
法
楽
、
蘇
合
一
具
吹
畢
、

壬
申
一
七
夕
曲
ノ
宿
願
之
問
、
奉
妙
音
天
懸
略
万
秋
楽
一
具
吹
畢
、

己
巳
一
奉
懸
妙
音
天
、
為
法
楽
天
人
楽
三
十
三
反
奉
吹
也
、
同
三
十
三
度
礼
拝

一
楽
以
後
ス
ル
也
、
心
経
同
之
、
ミ
ノ
日
間
也
、

発
巳
一
月
次
楽
ニ
蘇
合
一
具
在
之
、
妙
音
天
ヲ
カ
ケ
畢
、

庚
子
一
正
月
餅
本
所
妙
音
天
参
、
（
本
所

H

山
科
言
国
）

庚
午
一
今
夕
楽
始
、
（
「
妙
音
天
向
」
と
傍
記
）

壬
辰
一
夜
向
妙
音
天
楽
始
畢
、

乙
亥
一
夜
ニ
入
妙
音
天
ニ
相
向
テ
楽
始
也
、

葵
巳
一
妙
音
天
へ
御
酒
参
、
万
歳
楽
、
〔
中
略
〕
慶
徳
吹
手
向
候
、
次
陵
王
破
吹

候
了
、

今
朝
楽
始
、
於
本
尊
前
、
平
調
々
子
五
句
、
〔
中
略
〕
其
駒
等
吹
了
、
則

本
尊
御
蓋
頂
戴
了
、

今
日
楽
始
、
妙
音
天
御
酒
参
、

発
卯

乙
亥

言
国
卿
記

言
国
卿
記

言
国
卿
記

言
国
卿
記

言
国
卿
記

言
国
卿
記

言
国
卿
記

言
国
卿
記

山
科
家
礼
記

言
国
卿
記

言
国
卿
記

言
国
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記
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55 57 56 

天
文
十
六
年

天
文
十
九
年

60 59 58 

天
文
二
十
年

天
文
二
十
一
年

天
文
二
十
二
年

62 61 

天
文
二
十
三
年

63 64 66 65 

天
文
二
十
四
年

67 68 

弘
治
二
年

一
五
四
七

一
五
五
O

一
五
五

一
五
五
二

一
五
五
三

一
五
五
四

一
五
五
五

一
五
五
六

九
月
九
日

正
月
四
日

三
月
十
一
日

正
月
四
日

正
月
四
日

正
月
一
日

正
月
一
日

正
月
二
日

正
月
四
日

正
月
十
六
日

一
一
月
四
日

正
月
一
日

正
月
三
日

十
一
月
二
日

己
巳

於
四
辻
亭
三
条
大
納
言
興
行
、
卯
辰
刻
蘇
合
香
一
具
、
為
妙
音
天
法
楽
有

之
、

一
今
朝
於
本
尊
前
楽
七
吹
之
、

乙
亥
一
今
朝
早
々
四
辻
へ
罷
向
、
法
楽
に
神
楽
有
之
、

（
表
日
同
様
妙
音
天
法
楽
か
）

丁
巳

妙
音
天
供
酒
肴
、
楽
始
吹
、

丁
亥
一
掛
妙
音
天
二
幅
、
供
御
酒
等
、
楽
五
吹
之
、

戊
寅
一
予
四
方
拝
沙
汰
之
、
看
経
、
次
神
楽
笛
、
少
々
吹
之
、
次
懸
妙
音
天
、
五
常

一
楽
急
、
太
平
楽
急
笛
吹
之
、

壬
寅
一
楽
始
五
常
楽
急
、
太
平
楽
急
笛
吹
之
、
於
妙
音
天
御
前
也
、

発
卯
一
笛
五
常
楽
急
於
本
尊
御
前
吹
之
、

乙
巳
一
於
妙
音
天
御
前
五
常
楽
急
一
反
吹
之
、

丁
巳
一
多
武
峯
、
不
動
等
看
経
沙
汰
、
妙
音
天
看
経
、
太
平
楽
急
一
反
、
笛
吹
了
、

乙
亥
一
五
常
楽
急
一
反
筒
、
吹
之
、
妙
音
天
看
経
了
、

丁
酉
一
知
例
年
従
妙
音
天
掛
之
、
砲
日
々
仏
供
等
供
之
、

己
亥
一
今
日
楽
始
、
妙
音
天
御
酒
供
之
、
盤
吹
之
、
五
常
楽
急
、
太
平
楽
急
、
慶

徳
一
反
吹
之
、
心
経
七
巻
、
真
言
七
返
看
経
了
、

昨
日
不
吹
之
問
、
看
経
に
神
楽
笛
、
庭
火
、
早
韓
神
吹
之
、
又
妙
音
天
へ

五
常
楽
急
一
反
吹
之
、

発
巳

丁
巳

言
継
卿
記

言
継
卿
記

吉
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

-21-(232) 



71 70 69 

弘
治
四
年

永
禄
十
一
年

73 72 

永
禄
十
三
年

74 75 

天
正
四
年

77 76 

天
正
七
年

78 

天
正
十
年

一
五
五
八

一
五
六
八

一
五
七
O

一
五
七
六

一
五
七
九

一
五
八
二

十
一
月
十
四
日

正
月
二
日

正
月
七
日

正
月
十
五
日

正
月
一
日

正
月
七
日

七
月
二
十
六
日

正
月
五
日

正
月
十
七
日

正
月
一
日

己
巳

妙
音
天
法
楽
、

看
経
、
自
昨
日
奉
掛
妙
音
天
、
五
常
楽
急
一
戸
太
平
楽
急
一
夏
、
吹
之
、

聖
降
日
之
問
、
鎮
宅
霊
符
五
座
知
例
行
之
、
次
掛
妙
音
天
影
供
御
酒
餅

一
等
、
笛
五
常
楽
急
太
平
楽
急
各
二
反
吹
之
、

一
妙
音
天
奉
掛
之
供
粥
、
五
常
楽
急
、
一
反
、
太
平
楽
急
一
反
、
笛
吹
之
拝
之
、

一
於
愚
亭
四
方
拝
知
例
年
沙
汰
之
、
次
掛
春
日
名
号
、
神
楽
笛
、
少
々
法
楽

一
吹
之
、
鯵
唯
識
論
看
経
知
例
、
次
掛
妙
音
天
、
供
餅
御
酒
等
、
五
常
楽

一
急
、
太
平
楽
急
等
笛
吹
之
、
看
経
了
、

乙
亥
一
鎮
宅
霊
符
、
聖
降
日
之
問
知
例
三
座
、
〔
中
略
〕
次
掛
妙
音
天
影
、
仏
供

砲
等
供
之
、
笛
五
常
楽
急
、
太
平
楽
急
等
一
反
吹
之
、
看
経
了
、

守
秋
朝
臣
来
、
左
督
生
稽
古
、
巳
日
之
問
、
掛
本
尊
御
酒
供
之
、
楽
吹

之
、
同
予
等
三
人
吹
之
、
（
言
経
卿
記
「
巳
日
之
問
、
妙
音
天

絵
像
懸
之
、
御
キ
・
ス
、
等
供
之
、
次
老
父
・
予
・
守
秋
朝
臣
等
楽
吹
之
、
」
）

禁
中
黒
戸
ニ
テ
妙
音
天
御
法
楽
御
楽
有
之
、

妙
音
天
御
法
楽
ニ
参
内
之
事
、
月
水
ト
同
居
間
火
如
何
之
由
遣
迎
院
ヘ

相
尋
之
処
ニ
、
隔
一
夜
可
然
云
々
、

辛
亥

丁
巳

乙
丑

己
巳

丁
巳委委

（
「
今
日
御
楽
故
障
申
了
、
」
と
も
記
す
）

庚
申
一
春
日
社
名
号
奉
掛
看
経
、
神
楽
音
取
、
〔
中
略
〕
次
妙
音
天
奉
掛
、
五
常

一
楽
急
・
太
平
楽
急
等
笠
ニ
テ
吹
之
、
次
看
経
了
、

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
継
卿
記

言
経
卿
記

言
経
卿
記

言
経
卿
記
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83 82 81 80 79 

喜十三年 重年三 喜五年 至十九年
圃圃圃圃圃圃圃‘ ーーー－・ ーーー－－ －圃．

六O八 五九八 五九六 五九一

六月四月 三月 正月 正月
一一

八十十九 十一 日 日
日日 日

雲 E 空目度

2奇王5 蚕百十反 次事IT 

1古 1古 1古 i 昔己 i 昔己
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典
拠
資
料

(229) 

公
衡
公
記
H

史
料
纂
集
『
公
衡
公
記
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

実
弼
卿
記
H

大
日
本
古
記
録
『
実
弟
卿
記
』
（
岩
波
書
店
）

花
園
天
皇
寝
記
H

増
補
史
料
大
成
『
花
園
天
皇
震
記
」
（
臨
川
書
店
）

園
太
暦
目
録
H

史
料
纂
集
『
園
太
暦
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

園
太
暦
H

『
園
太
暦
」
（
大
洋
社
）
・
史
料
纂
集
『
園
太
暦
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

師
守
記
H

史
料
纂
集
「
師
守
記
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

後
愚
昧
記
H

大
日
本
古
記
録
『
後
愚
昧
記
』
（
岩
波
書
店
）

愚
管
記
H

続
史
料
大
成
「
愚
管
記
」
（
臨
川
書
店
）

-24-

教
言
卿
記
H

史
料
纂
集
「
教
言
卿
記
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

看
聞
日
記
H

図
書
寮
叢
刊
「
看
聞
日
記
』
（
明
治
書
院
）
・
『
続
群
書
類
従
」
補
遺
二
「
看
聞
御
記
」
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

薩
戒
記
H

大
日
本
古
記
録
『
薩
戒
記
」
（
岩
波
書
店
）

言
国
卿
記
H

史
料
纂
集
「
言
国
卿
記
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

山
科
家
礼
記
H

史
料
纂
集
『
山
科
家
礼
記
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

言
継
卿
記
H

新
訂
増
補
『
言
継
卿
記
」
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

百
経
卿
記H
大
日
本
古
記
録
『
言
経
卿
記
」
（
岩
波
書
店
）

お
湯
殿
の
上
の
日
記
H

「
続
群
書
類
従
』
補
遺
第
三
「
お
湯
殿
の
上
の
日
記
」
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

干
支
は
、
日
記
中
の
記
述
に
加
え
、
湯
浅
吉
美
編
『
日
本
暦
日
便
覧
』
上
・
下
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
し
た
。


